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日本共産党
松本市議団長

が質問

池
田
池
田
池
田
池
田
池
田
　
国
の
税
制
改
正
に
伴
う
市
民
税
の
負
担
増
、
そ
れ
に
連
動

し
た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
負
担
増
の
市
民
へ
の
影

響
は
ど
う
な
る
か
。
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

部
長
部
長
部
長
部
長
部
長
　
平
成
18
年
度
課
税
分
か
ら
65
歳
以
上
が
対
象
と
な
る
税
制

改
正
は
、
公
的
年
金
の
控
除
額
の
変
更
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
、
老

年
者
非
課
税
基
準
の
縮
小
の
３
点
。
個
人
市
民
税
の
影
響
は
、
定

率
減
税
の
縮
小
分
を
含
め
て
、
総
額
で
約
５
億
７
１
４
８
万
円
の

増
、
高
齢
者
の
９
７
１
７
人
が
新
た
に
収
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
い
る
。

　
小
泉
自
公
政
権
の
「
小
泉
構
造
改
革
」
の
政
治
の
中
で
、
松
本
市
民
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
高
齢
者
を
直
撃
す
る
税
の

負
担
増
が
あ
る
。
納
税
通
知
を
見
た
高
齢
者
か
ら
「
市
民
税
が
２
倍
か
ら
３
倍
に
な
っ
た
。
な
ぜ
か
？
」
と
の
苦
情
や
相
談
が
、
殺
到
し
て

い
る
。
今
ほ
ど
、
地
方
自
治
体
が
市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
。

池
田
池
田
池
田
池
田
池
田
　
今
年
度
か
ら
の
保
険
料
の
改
定
に
よ
る
負
担
増
に
加
え
て
、
雪

だ
る
ま
式
に
増
え
る
介
護
保
険
料
の
値
上
が
り
に
対
し
、
軽
減
策
の

対
策
は
。
一
般
財
源
の
補
て
ん
で
、
負
担
の
軽
減
策
は
で
き
な
い
か
。

市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
　
介
護
保
険
料
の
大
幅
な
改
定
を
お
願
い
し
た
こ
と
は
誠
に
心

苦
し
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
に
財
源
不
足
の
付
け
を
回
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
保
険
料
と
給
付
費
を
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
へ
戻
す
と
い
う
位

置
付
だ
。
特
に
国
の
負
担
割
合
を
多
く
す
る
等
の
制
度
の
見
直
し
を

早
急
に
図
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
強
く
国
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2006年
9月議会

池
田
　

池
田
　

池
田
　

池
田
　

池
田
　
高
齢
者
を
お
そ
っ
て
い
る
負
担
増
に
つ
い
て
。
非
課
税
だ
っ
た

高
齢
者
の
う
ち
、
約
１
万
人
が
、
新
た
に
市
民
税
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
、
連
動
し
て
、
介
護
保
険
や
国
保
税
も
、
は
ね
上
が
る
結
果
に

な
る
。
こ
の
事
態
に
つ
い
て
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
？

市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
　　　　　「
経
済
財
政
白
書
」
で
は
、
小
泉
首
相
の
三
位
一
体
改
革
と
「
格

差
問
題
」
は
因
果
関
係
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
収

入
は
変
ら
な
い
の
に
負
担
増
と
な
っ
た
高
齢
者
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
は
、
議
員
ご
指
摘
の
通
り
で
す
。
た
と
え
社
会
的
に
弱

い
立
場
に
置
か
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
な

市
政
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
す
す
め
た
い
。

池
田
池
田
池
田
池
田
池
田
　
新
予
防
給
付
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
介
護
の
必
要

度
が
一
番
低
い
人
を
要
支
援
と
し
、
そ
れ
に
続
く
要
介
護
度
１
、
２

と
認
定
し
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
限
定
す
る
も
の
。
10
月
か
ら

「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
訪
問
が
減
ら
さ
れ
る
」、
今
度
は
「
ベ
ッ
ド
ま
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
。」、
あ
る
お
年
よ
り
は
「
と
に
か
く
、
取
り
上
げ

な
い
で
ほ
し
い
。」
と
涙
を
流
し
て
訴
え
て
い
る
。
ま
さ
に
福
祉
用
具

の
「
貸
し
は
が
し
」
だ
。
東
京
・
港
区
や
豊
島
区
な
ど
で
は
、
レ
ン

タ
ル
費
用
の
一
部
を
区
独
自
の
助
成
を
決
め
た
。
松
本
市
も
独
自
に

助
成
が
出
来
な
い
か
。

部
長
部
長
部
長
部
長
部
長
　
対
象
と
な
る
軽
度
者
は
、
453
人
、1

ヶ
月
の
保
険
給
付
額
は
、

約
570
万
円
。
介
護
用
ベ
ッ
ド
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
所
得
の

低
い
方
を
対
象
に
、
市
独
自
で
助
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
今
後
検
討

し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

（
高
齢
の
患
者
が
医
者
に
）

「
先
生
、
薬
を
減
ら
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」

（
入
院
の
日
に
看
護
師
に
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
金
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

（
市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
市
民
税
が
２
倍
か
ら
３
倍
に
な
っ
た
。
な
ぜ
か
？
」
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池
田
池
田
池
田
池
田
池
田
　
小
中
学
校
へ
の
適
応
指
導
・
学
習
指
導
改
善
教
員
の
さ
ら
な

る
配
置
や
増
員
を
求
め
る
。
不
登
校
や
い
じ
め
の
問
題
は
、
ど
の
子

に
も
お
こ
り
う
る
問
題
だ
。
心
の
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
２
年
で
や
め
て
し
ま
う
な
ど
、

停
滞
し
て
い
る
。
松
本
市
と
し
て
は
平
成
12
年
度
か
ら
独
自
に
「
適

応
指
導
・
学
習
指
導
改
善
教
員
」
の
配
置
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
現

在
小
学
校
に
14
名(

２
校
に
１
名)

、
中
学
校
に
３
名(

丸
の
内
、
松

島
、
明
善
＝
今
年
度
か
ら)

配
置
さ
れ
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ひ
と

つ
の
教
室
に
集
め
て
、
先
生
一
人
対
こ
ど
も
多
数
で
は
不
十
分
だ
。

一
旦
、
授
業
の
進
度
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
わ
か
ら

な
く
て
も
授
業
に
座
っ
て
い
る
」。
不
登
校
か
ら
登
校
す
る
こ
と
に

な
っ
て
も
、
す
で
に
授
業
に
は
つ
い
て
い
け
な
い
。

　
可
能
性
は
誰
に
で
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
勉
強
で
も
自
分
ら
し

さ
を
発
揮
す
る
に
は
そ
れ
が
で

き
る
だ
け
の
力
を
蓄
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
環
境
を
つ

く
っ
て
あ
げ
る
の
は
お
と
な
の

責
任
で
あ
る
。
多
様
化
す
る
子
ど

も
た
ち
、
と
り
わ
け
思
春
期
と
、

受
験
と
い
う
時
期
を
過
ご
す
中

学
校
に
お
い
て
も
、
当
面
直
ち
に

中
学
校
の
２
校
に
一
人
の
配
置

を
求
め
、
早
い
時
期
に
各
校
に
一

人
の
配
置
を
求
め
る
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
　
指
導
改
善
教
員
は
、
粘
り
強
い
個
別
支
援
に
よ
っ
て
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
今
後
と
も
改
善
教
員
の
力
量
を
高
め
た
い
。
改
善

教
員
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、
今

後
、
鋭
意
検
討
す
る
。

市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
　
池
田
議
員
の
中
学
校
教
員
増
員
配
置
の
趣
旨
充
分
理
解
す
る
。

教
育
長
の
答
弁
と
も
考
え
合
わ
せ
て
早
い
段
階
で
教
育
委
員
会
と
相

談
し
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

池
田
　

池
田
　

池
田
　

池
田
　

池
田
　
見
直
し
が
確
認
さ
れ
、
具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
放
課
後

児
童
育
成
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
今
ま
で
よ
り
後
退
し
て
し
ま

わ
な
い
か
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
事
業
を
す
す
め
る
う
え

で
の
原
則
と
し
て
、
①
関
係
者
、
子
ど
も
た
ち
が
培
っ
て
き
た
到
達

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
問
題
点
、
課
題
を
解
消
す
る
。
②
行
政

主
導
、
上
意
下
達
で
な
く
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
声
を
十
二
分
に

反
映
し
、
慎
重
な
話
し
合
い
を
積

み
重
ね
る
こ
と
。
③
財
政
的
に
困

難
に
見
え
る
課
題
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
地
域
と
行

政
の
協
働
の
取
り
組
み
の
な
か
で

問
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
も
と

め
ら
れ
る
。
今
後
の
す
す
め
方
は
。

部
長
部
長
部
長
部
長
部
長
　
学
童
ク
ラ
ブ
の
す
ば
ら
し

い
と
こ
ろ
も
取
り
入
れ
て
い
く
と

い
う
基
本
的
考
え
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
池
田
市
議
は
、
タ
ウ
ン
ス
ニ
ー
カ
ー(

１
０
０

円
バ
ス)

に
つ
い
て
、「
高
齢
者
の
交
通
手
段
と
し
て
も
、

『
西
コ
ー
ス
』
の
開
設
を
強
く
要
望
」。

　
政
策
部
長
か
ら
は
「
こ
の
コ
ー
ス
は
、
買
い
物
、
通
院
な

ど
の
住
民
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
」
と
の
見
方
を
示
し
、

「
バ
ス
業
者
に
継
続
し
て
強
く
要
請
し
、
実
現
で
き
ま
す
よ

う
努
力
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

池
田
池
田
池
田
池
田
池
田
　　　　　

池
田
池
田
池
田
池
田
池
田
　
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
、
自
立
で
き
る
よ
う
に
支
え
る
の
は
、

社
会
の
責
任
、
政
治
の
責
任
。
地
方
自
治
体
と
し
て
ど
う
す
る
の
か
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
松
本
市
が
お
こ
な
っ
て
い
る

影
響
調
査
の
結
果
は
ど
う
か
。
利
用
者
負
担
上
限
額
を
超
え
た
場
合

の
軽
減
策
は
。
小
規
模
作
業
所
は
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
行

す
る
が
、
事
業
所
運
営
補
助
は
ど
う
な
る
か
。

部
長
部
長
部
長
部
長
部
長
　
本
年
８
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
が
、

在
宅
で
の
障
害
者
は
重
度
に
な
る
ほ
ど
、
利
用
者
負
担
額
が
重
く
な

る
傾
向
は
確
認
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
皆
さ
ま
の
負
担
軽
減
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

10
月
か
ら
の
本
市
独
自
の
軽
減
策
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
生
活
支

援
事
業
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」「
移
動
支
援
事
業
」

を
利
用
料
無
料
で
実
施
す
る
。

ま
た
、
独
自
事
業
の
中
で
も
、
介
護
給
付
で
上
限
額
に
達
す
る
可
能

性
の
あ
る
重
度
障
害
者
へ
の
軽
減
策
と
し
て
、「
訪
問
入
浴
事
業
」
お

よ
び
、「
医
療
機
関
に
お
け
る
日
中
一
時
支
援
事
業
」
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
利
用
料
無
料
で
実
施
。

小
規
模
作
業
所
へ
の
本
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
月
単
位
で
の
補

助
金
支
給
の
継
続
お
よ
び
通
所
者
の
利
用
料
を
無
料
と
し
て
、
費
用

負
担
増
に
よ
る
退
所
を
防
ぎ
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

障
害
者
自
立
支
援
法

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
　

学
習
指
導
改
善
教
員
に
つ
い
て


